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　Abstract

During 9–12 September 2015, three traps were set 

six times to collect Yaeyama yellow pond turtle 

Mauremys mutica kami from a pond on Akuseki 

Island, the Ryukyu Archipelago. In total, 104 turtles, 

including 93 females and 11 males, were collected. 

Twenty-nine females and ten males were recaptured 1 

to 5 times. The population size was estimated as 153 

individuals, including 142 females and 11 males, using 

the Schnabel method. The sex ratio was strongly 

biased toward females. The mean ± SD carapace 

length was 128.4 ± 7.8 mm (range: 108–156 mm). The 

survival rate of individuals with carapace lengths of 

less than 100 mm might have been low due to intense 

intraspecific competition. The population is likely to 

become locally extinct, because the number of male is 

very few. 

　はじめに

悪石島は，南西諸島トカラ列島の中頃に位置

する周囲 8.8 km，面積 7.03 km2 の火山島である（下

野，1966；十島村誌編集委員会，1995）．陸水生

のカメ目 Testudines は，イシガメ科 Geoemydidae

のミナミイシガメ Mauremys mutica とスッポン科

Trionychidae のニホンスッポン Pelodiscus sinensis

がいるとされる（中村，1971）．ただし，ニホンスッ

ポンについての確かな情報はない．悪石島のミナ

ミイシガメは，外部形態から八重山諸島を自然分

布域とする亜種ヤエヤマイシガメ M. m. kami に同

定される（Ota et al., 1994; Yasukawa et al., 1996）．

昭和初期から記録されているが，悪石島と八重山

諸島の間に同亜種の自然分布が認められないた

め，外来生物である可能性が高い（永井，1928；

Nakamura, 1934；安川 2007）．帆船時代には悪石

島周辺で海難事故が度々起こっており（下野，

1966），悪石島の集団は，難破船から流出した個

体が起源とされる説も島民らから聞かれる．同島

には本亜種を神性化する信仰があり，京都市の基

亜種ミナミイシガメ M. m. mutica のように天然記

念物に指定する価値があるともいわれている（森

田，1991；十島村誌編集委員会，1995）．ヤエヤ

マイシガメは，やすら浜港近くの湯泊の池（長径

40 m，短径 20 m，水深 1 m 以下）からのみ確認

されており，1980 年代には開発や少雨により同

池が干上がって生息が認められない時期もあった

が，周辺林内で生き残っていたとされる（鹿児島

県保健環境部環境管理課，1989；森田，1991；疋

田ほか，1992；十島村誌編集委員会，1995）．最

近では採集例がなく，個体数が著しく減少してい

るともいわれる（安川，2007）．本研究では 2015

年の同集団の推定個体数，性比および体サイズを

明らかにした．
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　材料と方法

2015 年 9 月 9 日 12 時から 12 日 7 時までに悪

石島の湯泊の池（鹿児島県十島村悪石島；北緯

29.457750°，東経 129.592917°，JGD2000）におい

て，遊歩道がある西側の浅場に約 5 m 間隔でカニ

網（タカミヤ社製，CS–102，長さ 66 cm，幅 45 

cm，高さ 23 cm）3 個を計 6 回設置・回収した．

なお同池でのカニ網設置が県立自然公園条例（昭

和 33 年鹿児島県条例第 27 号）で規制される特別

地域での工作物の新築にあたるため事前に許可

（自保第 13–15 号）を得た．同池は，8 日までの

大雨で遊歩道の一部が浸水するほど水位が上昇

し，濁っていた．回収の時間帯を 6–7 時（朝）と

17–18 時（夕）とし，最終回を除き回収直後に再

設置した．各カニ網には採集動物の溺死防止用に

600 ml ペットボトル 2 本，各設置時に誘引餌の

サンマの水煮 50 g を入れた．採集個体について，

ノギス（モノタロウ社製，MN–300）を用いて背

甲長と腹甲長を 1 mm 単位で計測した．本種では

雄成体の腹甲中央部が大きく凹む個体が多いとさ

れることから（安川，2007），腹甲の形状から性

を判別した．個体識別のためにデジタルカメラ

（Panasonic 社製，FT–4）で腹甲の模様を撮影し（付

録 1），放流した．背甲長では平均 ± 標準偏差を

求め，性差について有意水準 1% で z 検定をおこ

なった．生息個体数（N）について，腹甲の模様

から再捕個体を確認し，シュナーベル法で採集回

（i）ごとの採集個体数（ni），再捕個体数（xi）お

よび放流後の総識別個体数（Xi）から次式より算

出した．

　結果と考察

調査期間中にヤエヤマイシガメは，雌 93，雄

11，計 104 個体が採集され，雌 29，雄 10 個体が

1–5 回再捕された（表 1）．その他のカメ類は，確

認されなかった．生息個体数は，雌 142，雄 11，

計 153 個体と推定された．性比は，著しく雌に偏っ

ていた．本種は，卵内発生時の温度が高いほど雌

に 分 化 す る 割 合 が 高 い と さ れ る（Zhu et al., 

2006）．調査池周辺には噴気帯や温泉があり（十

島村誌編集委員会，1995），悪石島の集団は，地

熱の影響で雌が多いと考えられる．背甲長は，

128.4±7.8（108–156）mm（平均 ± 標準偏差（最

小 – 最大））であった（図 1）．性別でみると，雌（n 

図 1．ヤエヤマイシガメの背甲長組成の比較．

採集回（i）
1 2 3 4 5 6 

雌 再捕個体数（xi） 0 10 6 9 7 11 
採集個体数（ni） 31 36 14 26 14 15 
総識別個体数（Xi） 31 57 65 82 89 93 

雄 再捕個体数（xi） 0 5 3 4 3 6 
採集個体数（ni） 6 9 4 4 3 6 
総識別個体数（Xi） 6 10 11 11 11 11 

表 1．2015 年 9 月 9–12 日に悪石島で採集されたヤエヤマイ
シガメの個体数．



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 43, Mar. 2017

15

＝ 93）では 127.4±6.9（108–147）mm，雄（n ＝ 

11）では 137.5±9.0（127–156）mm であり，有意

に雄が大きかった（z 検定，p ＜ 0.01）．推定個体

数における初回採集個体数の割合が雌 21.8，雄

54.5% であり，雄は雌より活動的であるか，大型

で餌を巡る種内競争において優位なため，ベイト

トラップでは採集されやすいと考えられる．西表

島の同亜種は , 生息密度が低い個体群では成長が

速くなり，大型化する傾向があるという（矢部，

1995）．悪石島の集団は，生息密度が低い侵入初

期に大型化したと示唆される沖縄島国頭村佐手や

阿嘉島の集団より体サイズが小さく，西表島で体

サイズが小さいとされる集団と同程度の大きさで

あ り（ 矢 部・ 服 田，1996； 嶋 津，2014； 図 1），

生息密度が高いためにサイズが小さい傾向であっ

たと考えられる．また，背甲長 100 mm 以下の個

体は，餌資源や生息場所をめぐる激しい種内競争

で生残率が低くなり，認められなかったのかもし

れない．悪石島のヤエヤマイシガメは，生息場所

が限られており，雄が生理的に生まれにくい環境

であるため，開発や干ばつなどの撹乱が起きた場

合，雄がいなくなり，個体群が絶滅する可能性が

高い．さらに撹乱がない場合でも雄が新規加入で

きず，絶滅する可能性がある．外来性や起源につ

いて，分子生物学的手法による確認が急がれる．

今回の調査ではすべての雄を含む生息個体数の

68.0% が採集されたと推定され，採集による完全

駆除も可能と示唆される．しかし，特異性が高い

集団であり，また古くから確認され駆除の緊急性

が低いため，本報では駆除より個体群動態学的知

見の集積を優先して定期的に調査することを提唱

する．
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付録 1．2015 年 9 月 9–12 日に悪石島で採集されたヤエヤマイシガメの腹甲．数字は，順に個体番号（雌：1–93；雄：94–104；採集順），
背甲長（mm），腹甲長（mm）を示す．


